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２０１９年３月期 第３四半期
の決算概要について



２０１９年３月期第３四半期 業績の概要
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単位：百万円 （ ）内前期比

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に
帰 属 す る

当 期 純 利 益

１ 株 当 た り

純 利 益

2019年3月期
第3四半期

32,242

(3.6%)

2,825

(6.2%)

2,858

(0.3%)

2,061

(2.0%)
103.12円

2018年3月期
第3四半期

31,130

(15.9%)

2,659

(25.7%)

2,849

(76.6%)

2,021

(66.8%)
101.13円

売上
• 国内や北米において、主力の射出成形機の需要が概ね堅調であったことから、

売上高は前年同期比3.6％増の322億4千2百万円となった。

利益
• 営業利益は、射出成形機の売上が増加したこと等から、前年同期比6.2％増の

28億2千5百万円。
• 経常利益は28億5千8百万円（前年同期比0.3％増）、当期純利益は20億6千1百万円

（同2.0％増）となった。

２０１９年３月期第３四半期 連結経営成績
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18/3-3Q実績 日本 アメリカ地域 アジア地域 19/3-3Q実績

外部顧客への売上高の増減

31,130 32,242＋1,112百万円

＋743 ＋693

日本
15,327

ｱﾒﾘｶ地域

6,520

ｱｼﾞｱ地域

9,282

16,070

7,213

8,958

△324

10,000

0

20,000

百万円

4

30,000

連結売上高（セグメント別）増減 ［2018/3期3Q⇒2019/3期3Q］

自動車関連・
ＩＴ関連需要が
堅調に推移

自動車関連を
中心に需要が
堅調に推移

東南アジアでの
需要は堅調、中
国のＩＴ関連需
要が減少



2,659 2,825

0

1,000

2,000

3,000

18/3-3Q 実績 成形機 周辺機器、部品他 その他 管販費 19/3-3Q実績

百万円

△495
△170

＋613
＋239

＋166百万円

営業利益 営業利益

売上高増に伴う
利益増加

周辺機器、
部品、金型等

変動費（販売手数料）
の増加等

連結営業利益（製品別）増減 ［2018/3期3Q⇒2019/3期3Q］
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2,849 2,858

0

1,000

2,000

3,000

18/3-3Q実績 営業利益変動 為替影響 その他営業外収支 19/3-3Q実績

＋166 △209
＋51

＋8百万円

経常利益 経常利益

百万円

為替影響以外の
営業外収支の増減

連結経常利益の増減 ［2018/3期3Q⇒2019/3期3Q］

＄円レート： 期初 ￥106.24 ⇒ 12/末 ￥111.00
元円レート： 1/初 ￥17.29 ⇒ 9/末 ￥16.50

18/3期3Q 為替差損 34

19/3期3Q 為替差損 243
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営業利益増による
利益増加



今期計画と進捗について
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単位 ： 百万円、比率％

２０１９年３月期 連結損益計画と３Ｑ実績

2018/3期
実績

2019/3期 連結計画 2019/3期3Q 連結実績

通期
対前期
増減 ％

3Q実績
対通期計画
進捗率 ％

売 上 高 42,321 45,500 7.5 32,242 70.9

営 業 利 益 3,103 3,400 9.6 2,825 83.1

(利益率） 7.3 7.5 － 8.8 －

経 常 利 益 3,354 3,500 4.3 2,858 81.7

(利益率） 7.9 7.7 － 8.9 －

四半期純利益 1,476 2,200 49.0 2,061 93.7

(利益率） 3.5 4.8 － 6.4 －
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14/3 15/3 16/3 17/3 18/3 19/3予想

1株当り配当額

１株当り純利益

自己資本利益率

配当性向

年間配当金／配当性向(連結)の推移円

・2019年3月期 年間配当は、1株について25.00円（中間10.00円、期末15.00円）を予定。

％

2014/3月期 2015/3月期 2016/3月期 2017/3月期 2018/3月期
2019/3月期

（予想）

1株当り純利益 76.04円 136.54円 123.77円 73.45円 73.85円 110.07円(予)

1株当り配当額 10.00円 18.00円 18.00円 18.00円 23.00円 25.00円(予)

中間配当 4.00円 5.00円 8.00円 8.00円 13.00円 10.00円 .

期末配当 6.00円 13.00円 10.00円 10.00円 10.00円 15.00円(予)

配当性向 13.2％ 13.2％ 14.5％ 24.5％ 31.1％ 22.7％(予)

自己資本利益率 6.4％ 10.4％ 8.6％ 4.9％ 4.8％

配当について
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トピックス
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インド・チェンナイに販売現法の支店を開設

2018.12

グローバル営業体制の強化
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グルガオン
販売子会社 本社

（2013年10月設立）

ムンバイ
（代理店）

チェンナイ
販売子会社 支店

首都ニューデリー

拠点名：Nissei Plastic (India) Private Ltd. Chennai Office

所在地：Plot No.33-B, South Phase, Guindy Industrial Estate, 

Chennnai 6000032, India

スタッフ：本社出向者１名、ローカルスタッフ１名（予定）

業務開始日：２０１８年１２月１日

首都ニューデリー近郊のグルガオンに設立済み
の販売現地法人の支店として、南東部の主要都
市チェンナイに事務所を開設しました。
チェンナイ周辺には、ダイムラー、ルノー・日産、
フォード、現代、ＢＭＷ等の完成車メーカーが工
場を構えており、多くの大手部品サプライヤーも
進出を加速させていることから、グローバル戦略
の一環として、主にサービス体制の拡充を図るこ
とが目的です。

同事務所は、チェンナイ国際空港と市街地
との中間地点にあり、チェンナイ近郊の北部・
西部・南部に広がるユーザーをカバーする

のに交通至便な立地となっている。



ＱＣ棟（品質管理棟）が竣工

2019.1.25

品質管理体制の強化
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ＱＣ（品質管理）棟建設の目的：

産業機械業界では、射出成形機をはじめ、工作機械や半導体製造装置の需要が高水準で推移

⇒ 調達部材の逼迫による納期遅延、原材料価格の高騰、部品加工メーカーが多忙で加工の遅れ

⇒ 対応策として、①海外調達部品や内製加工部品の拡大、②部品加工の協力工場の増強を推進

⇒ 一層の品質管理体制の強化を図る必要から、ＱＣ棟を新設し、最新の検査設備を導入へ

今年８月より建設中であったＱＣ棟が無事竣工し、

神事を執り行いました。

なおＱＣ棟は、研究開発センターに次いで２棟目

のＺＥＢ実証事業に採択され、省エネ性能の高い

建築物となっています。

１月２５日に竣工。
３次元測定器などの設備
機器を設置・立上げ後、
４月より本格稼動予定。



ＺＥＢリーディング・オーナーに登録。
建築物のＺＥＢ化による環境負荷低減を推進。

環境経営の推進

13

★ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは・・・

年間で消費する建築物のエネルギー量を大幅に削減するとともに、

創エネでエネルギー収支「ゼロ」を目指した建築物。

当社は、『ＺＥＢ』を見据えた先進建築物として、50％超の省エネルギーを実現する『ＺＥＢ Ｒｅａｄｙ』に該当。

１棟目の研究開発センターが、建築物省エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）の評価で５つ星を獲得したことから、

『ＺＥＢリーディング・オーナー』の認定を受け、登録いたしました。今後もＺＥＢの普及・拡大に努めてまいります。

設計一次エネルギーの削減量：54％

研究開発センター ＱＣ棟

設計一次エネルギーの削減率：57％

◎高断熱化（高断熱サッシ、高断熱天井）
◎高効率空調機、高効率照明の導入
◎CO2センサーの導入 等

◎高断熱化（高耐熱外壁・屋根・サッシ）
◎高効率空調機、高効率照明の導入
◎CO2センサーの導入 等



本資料に掲載されている当社の業績予想、見通し、重点戦略につきましては、
現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々
な要因により予想と異なる結果となる可能性があります。
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